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２
０
２
６
年　
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
聖
日
集
会　
講
筵
要
旨
見
出
し

　

２
０
２
6
年
1
月
18
日　
「
聖
意
現
成
、
聖
意
体
現
」
を
祈
願
し
て
、
主
キ
リ
ス
ト
の
真
の
証
言
者
、

				





体
現
者
と
さ
れ
る
よ
う
祈
り
求
め
る
！
（
今
年
の
目
標
）

２
０
２
6
年
2
月
1
日　
「
汝
ら
心
を
騒
が
す
な
、
神
を
信
じ
、
ま
た
我
を
信
ぜ
よ
。（
中
略
）

				





汝
ら
の
為
に
処
を
備
へ
ば
、
汝
ら
を
我
が
許も
と
に
迎
え
ん
！

				





我
が
居
る
処
に
汝
ら
も
居
ら
ん
為
な
り
。」

２
０
２
6
年
2
月
8
日　
神
・
キ
リ
ス
ト
讃
美
の
人
生
を
生
き
る

２
０
２
6
年
2
月
15
日　
主
キ
リ
ス
ト
（
聖
霊
の
主
）
と
「
共
に
在
る
処
」
が
天
国

２
０
２
6
年
3
月
1
日　
「
天
地
一
如
」
の
霊
的
現
実
を
生
き
る
（
ヨ
ハ
ネ
伝
１
章
、
３
章
）

				





―
―
奥
田
幸
子
姉
召
天
14
周
年
記
念
―
―

２
０
２
６
年
５
月
10
日　
聖
句
を
抜
き
書
き
す
る
こ
と
の
奨
め

２
０
２
6
年
6
月
7
日　
い
と
小
さ
き
者
を
顧
み
活
か
し
給
う
「
み
霊
の
主
キ
リ
ス
ト
」

２
０
２
6
年
6
月
14
日　
「
キ
リ
ス
ト
道
」
の
原
点
に
立
ち
帰
る
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２
０
２
６
年　
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
聖
日
集
会　
講
筵
要
旨

〇〇
２
０
２
６
年
１
月
18
日
（
日
）

「
聖
意
現
成
、
聖
意
体
現
」
を
祈
願
し
て
、
主
キ
リ
ス
ト
の
真
の
証
言
者
、
体
現
者
と
さ
れ

る
よ
う
祈
り
求
め
る
！
（
今
年
の
目
標
）

　

【
講
筵
要
旨
】

ど
こ
ま
で
も
「
主
キ
リ
ス
ト
（
み
た
ま
の
主
）」
が
主
役
で
あ
っ
て
、
各
自
は
そ
の
導
き
に
全
托
し
て
歩
む

の
み
！

主
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
の
「
み
こ
と
ば
」（
霊
言
）
を
以
っ
て
導
き
給
う
。

「
活
か
す
も
の
は
霊
な
り
、
肉
は
益
す
る
所
な
し
、
わ
が
汝
ら
に
語
り
し
言
は
、
霊
な
り
、

生
命
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
6
章
63
節
）

と
あ
る
通
り
で
あ
る
。
こ
の
事
態
が
成
就
・
実
現
し
て
い
る
た
め
に
は
、

「
我
、
主
と
偕
に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
り
、
最
早
、
肉
な
る
『
旧
き
我
』
生
く
る
に
非
ず
、

『
新
生
』
を
賜
わ
り
し
『
新
し
き
我
』、
み
た
ま
の
主
に
在
り
て
生
く
る
な
り
。」（
ガ
ラ
テ
ヤ

書
2
章
20
節
）

と
の
自
覚
が
必
要
で
あ
る
。「
聖
意
体
現
者
」（
証
し
人
）
で
あ
る
た
め
に
は
、「
聖
意
」
が
そ
の
人
に
お
い

て
「
現
成
」
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
は
、
主
の
恵
み
（
救
い
の
事
態
）
を
100
％
信
受
・
体
受

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
。
私
た
ち
の
「
祈
り
」
は
、
ま
ず
、
そ
こ
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
必
要
、
大
切
。

【
今
日
の
聖
句
】

　
「
凡
て
労
す
る
者
、
重
荷
を
負
う
者
、
我
（
キ
リ
ス
ト
）
に
来
た
れ
、
我
、
汝
ら
を
休
ま

せ
ん
。
我
は
柔
和
に
し
て
心
卑ひ

く

け
れ
ば
、
我
に
倣な

ら

い
て
我
が
軛く

び
き

を
負
え
！　
さ
ら
ば
霊た

ま
し
ひ魂

に
休や

す
み息
を
得
ん
！
」（
マ
タ
イ
伝
11
章
28
節
～
30
節
）

　
「
先
ず
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
、
そ
う
す
れ
ば
、
必
要
な
も
の
は
す
べ
て
添
え
て

与
え
ら
れ
ん
！
」（
マ
タ
イ
伝
6
章
33
節
）

　
「
活
か
す
も
の
は
『
霊
』
で
あ
っ
て
、『
肉
』
は
役
立
た
な
い
、
私
（
イ
エ
ス
）
が
語
っ
た

言
葉
は
、『
霊
』
で
あ
り
『
生
命
』
で
あ
る
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
6
章
63
節
）

〇〇
２
０
２
６
年
２
月
１
日
（
日
）

「
汝
ら
心
を
騒
が
す
な
、神
を
信
じ
、ま
た
我
を
信
ぜ
よ
。（
中
略
）
汝
ら
の
為
に
処
を
備
へ
ば
、

汝
ら
を
我
が
許も

と
に
迎
え
ん
！　
我
が
居
る
処
に
汝
ら
も
居
ら
ん
為
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
１

～
４
節
、
抜
粋
）

【
講
筵
要
旨
】

主
イ
エ
ス
は
弟
子
達
と
の
別
れ
に
際
し
て
、
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「
わ
れ
平
安
を
汝
ら
に
遺
す
。
我
が
平
安
を
汝
ら
に
与
う
。」

と
約
束
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
、
別
れ
に
際
し
て
の
最
後
の
言
葉
が

「
此
等
の
こ
と
を
汝
ら
に
語
り
た
る
は
、
汝
ら
我
に
在
り
て
平
安
を
得
ん
が
為
な
り
。
汝
ら

世
に
在
り
て
は
患な

や
み難
あ
り
、
さ
れ
ど
雄
々
し
か
れ
、
我
す
で
に
世
に
勝
て
り
。」

と
勝
利
宣
言
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
私
（
奥
田
）
に
と
っ
て
、
ど
ん
な
状
況
の
下
で
も
、
み
た
ま
の
主
キ

リ
ス
ト
が
居
て
く
だ
さ
る
が
故
に
、「
平
安
」
な
心
で
居
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、こ
れ
に
勝
る
宝
は
無
い
！

【
今
日
の
聖
句
】

　
「
な
ん
じ
は
祈
る
と
き
、
己
が
部
屋
に
い
り
、
戸
を
閉
じ
て
隠
れ
た
る
に
在い

ま

す
汝
の
父
に

祈
れ
。
さ
ら
ば
隠
れ
た
る
に
見
給
う
な
ん
じ
の
父
は
報
い
給
わ
ん
。
ま
た
祈
る
と
き
、
異

邦
人
の
如
く
い
た
づ
ら
に
言
を
反
復
す
な
。
彼
ら
は
言
多
き
に
よ
り
て
聴
か
れ
ん
と
思
う

な
り
。
さ
ら
ば
彼
ら
に
な
ら
う
な
、
汝
ら
の
父
は
求
め
ぬ
前
に
、
な
ん
じ
ら
の
必
要
な
る

物
を
知
り
給
う
。
こ
の
故
に
汝
ら
は
斯
く
祈
れ
。
…
…
（「
主
の
祈
り
」
に
つ
づ
く
）」（
マ
タ

イ
伝
６
章
６
～
９
節
）

　
「
さ
ら
ば
何
を
食
い
、
何
を
飲
み
、
何
を
着
ん
と
て
思
い
煩
う
な
。
是
み
な
異
邦
人
の
切

に
求
む
る
所
な
り
。
汝
ら
の
天
の
父
は
、
凡
て
こ
れ
ら
の
物
の
汝
ら
に
必
要
な
る
を
知
り

給
う
な
り
。
ま
ず
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
、
さ
ら
ば
凡
て
こ
れ
ら
の
物
は
汝
ら
に

加
え
ら
る
べ
し
。
こ
の
故
に
明
日
の
こ
と
を
思
い
煩
う
な
。
明
日
は
明
日
み
ず
か
ら
思
い

煩
わ
ん
。
一
日
の
苦
労
は
一
日
に
て
足
れ
り
。」（
マ
タ
イ
伝
６
章
31
～
34
節
）

〇〇
２
０
２
６
年
２
月
８
日
（
日
）

神
・
キ
リ
ス
ト
讃
美
の
人
生
を
生
き
る

【
講
筵
要
旨
】

「
人
生
の
目
的
は
神
讃
美
に
在
り
」

と
小
池
先
生
は
語
ら
れ
た
。
主
キ
リ
ス
ト
は
ピ
リ
ポ
に
対
し
て

「
私
を
見
た
者
は
父
（
神
）
を
見
た
の
だ
」

　
　
（
私
に
お
い
て
父
な
る
神
（
の
愛
）
が
100
パ
ー
セ
ン
ト
顕
現
し
て
い
る
の
だ
）

と
語
っ
て
お
ら
れ
る
（
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
）。

「
証
あ
か
し
び
と

人
」
と
は
、
他
人
が
見
て
い
な
い
事
象
を
「
見
た
者
」
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
役
割
を
担
う
者
の
こ

と
を
言
う
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、
正
に
、「
神
」
の
証
し
人
。
し
か
も
そ
の
内
容
は
、
人
に
は
見
え
な

い
「
愛
」
の
実
証
者
で
あ
っ
た
（「
私
を
見
た
者
は
、
父
な
る
神
を
見
た
の
だ
」
と
）。

私
た
ち
キ
リ
ス
ト
信
徒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
と
そ
の
存
在
に
お
い
て
、
神
・
キ
リ
ス
ト
（
そ
の
愛
）
を

証
し
す
る
役
目
を
賜
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
ガ
ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
の
使
徒
パ
ウ
ロ
の
告
白
が
示
し
て
く
れ

て
い
る
。
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【
今
日
の
聖
句
】（
ヨ
ハ
ネ
伝
６
章
１
節
～
40
節
ま
で
の
抜
粋
）

　
「
神
の
業わ

ざ

は
そ
の
遣
わ
し
給
え
る
者
を
信
ず
る
是
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
６
章
29
節
）

　
「
イ
エ
ス
言
い
給
う
「
ま
こ
と
に
誠
に
汝
ら
に
告
ぐ
、
モ
ー
セ
は
天
よ
り
の
パ
ン
を
汝
ら

に
与
え
し
に
あ
ら
ず
、
さ
れ
ど
我
が
父
は
天
よ
り
の
真
の
パ
ン
を
与
え
た
も
う
。
神
の
パ

ン
は
天
よ
り
降
り
て
生
命
を
世
に
与
う
る
も
の
な
り
。」
彼
等
言
う
「
主
よ
、
そ
の
パ
ン
を

常
に
与
え
よ
」
イ
エ
ス
言
い
給
う
「
わ
れ
は
生
命
の
パ
ン
な
り
、我
に
き
た
る
者
は
飢
え
ず
、

我
を
信
ず
る
者
は
い
つ
ま
で
も
渇
く
こ
と
な
か
ら
ん
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
６
章
32
節
～
35
節
）

　
「
そ
れ
わ
が
天
よ
り
降
り
し
は
、
我
が
意こ

こ
ろを

な
さ
ん
為
に
あ
ら
ず
、
我
を
遣
わ
し
給
い
し

者
の
御み

こ
こ
ろ意

を
な
さ
ん
為
な
り
。
我
を
遣
わ
し
給
い
し
者
の
御
意
は
、
す
べ
て
我
に
賜
い
し

者
を
、
我
そ
の
一
つ
を
も
失
わ
ず
し
て
、
終
わ
り
の
日
に
甦
ら
す
る
是
な
り
。
我
が
父
の

御
意
は
、
す
べ
て
子
を
見
て
信
ず
る
者
の
永
遠
の
生
命
を
得
る
是
な
り
。
わ
れ
終
わ
り
の

日
に
こ
れ
を
甦
ら
す
べ
し
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
６
章
38
節
～
40
節
）

〇〇
２
０
２
６
年
２
月
15
日
（
日
）

主
キ
リ
ス
ト
（
聖
霊
の
主
）
と
「
共
に
在
る
処
」
が
天
国

【
今
日
の
聖
句
】
注
目
す
る
御
言
葉
―
―
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
1
～
3
節

「
処
を
備
え
に
往
く
。
往
き
て
用
意
が
整
え
ば
、
ま
た
来
り
て
汝
ら
を
迎
え
ん
。

わ
が
居
る
処
に
汝
ら
を
も
居
ら
し
め
ん
為
な
り
。」

【
講
筵
要
旨
】

（
１
）　
主
キ
リ
ス
ト
は
、「
天
」
と
「
地
」
を
結
ぶ
「
架
け
橋
」
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
主
キ
リ
ス
ト
は
、

「
天
」
界
（
根
源
界
）
に
居
ら
れ
た
が
、「
地
」
界
に
降
臨
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
し
て
、「
天
界
」
と
「
地
界
」

（
現
象
界
、
こ
の
世
）
と
を
結
ぶ
「
架
け
橋
」
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
（
ヨ
ハ
ネ
伝
1
章
7
～
18
節
）。

「
我
は
道
な
り
、
真ま

こ
と理
な
り
、
生
命
な
り
、
誰
に
て
も
我
に
由
ら
で
は
神
の
国
（
天
界
）
に

入
る
こ
と
能
わ
ず
。」

主
キ
リ
ス
ト
の
賜
う「
み
た
ま（
聖
霊
）」が
、「
天
界
へ
の
道
」の
同
伴
者
で
あ
る
。
御
自
身
が「
天
界
」（
命

の
世
界
）
で
の
「
実
在
者
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
我
々
、
地
界
の
住
人
を
天
界
へ
導
き
入
れ
る
「
道
」
と

な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
天
界
（
真
の
命
の
保
有
者
の
み
が
存
在
す
る
こ
と
の
出
来
る
世
界
）
に
入
る
に
ふ
さ
わ
し

い
存
在
者
と
は
、「
罪
」
な
き
人
、「
罪・即
ち
自
我
」
無
き
人
、
真
の
生
命
の
保
有
者
で
あ
っ
て
、
イ
エ
ス・

キ
リ
ス
ト
の
み
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、「
無
私
者
、無
我
者
」（
自
己
主
張
を
し
な
い
人
）

の
こ
と
で
あ
る
。

「
主
の
祈
り
」（
マ
タ
イ
伝
6
章
9
節
～
13
節
）
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
ま
ず
、
神
の
国
と
神
の
義
と
を
求
め
よ
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
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（
２
）「

恵さ
い
わ
い福

な
る
哉
、
霊
の
貧
し
き
者
、
天
国
は
そ
の
人
の
も
の
な
り
。」

「
霊
が
貧
し
い
」
と
は
、「
自
己
主
張
、自
我
を
立
て
る
在
り
方
」
を
し
な
い
こ
と
（
別
の
言
葉
で
言
え
ば
、「
神

を
一
切
と
す
る
在
り
方
」
の
こ
と
）
で
あ
る
。

主
イ
エ
ス
は
、「
霊
の
貧
者
」（
自
己
主
張
、
自
我
主
張
を
し
な
い
人
、
無
「
我
」
者
）
で
あ
っ
た
。
す
る
と
、

そ
の
イ
エ
ス
を
、
父
神
の
霊
が
満
た
し
た
。

「
恵
福
な
る
哉
、
霊
の
貧
し
き
者
、
天
国
は
そ
の
人
の
有も

の

な
り
。」

と
は
イ
エ
ス
ご
自
身
の
「
自
己
告
白
」
で
あ
っ
た
。「
0
＝
∞
」（
ゼ
ロ　
イ
コ
ー
ル　
無
限
大
）。

天
国
体
で
あ
っ
た
イ
エ
ス
は
、そ
の
内
実
を
我
ら
に
与
え
ん
と
し
て
、十
字
架
に
架
か
り
、「
我
ら
の
自
我
、

自
己
主
張
、
根
源
的
な
罪
」
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
こ
に
聖
霊
・
御
霊
が
内
住
し
給
う
。
こ
れ

が
ガ
ラ
テ
ヤ
書
2
章
20
節
の
パ
ウ
ロ
の
告
白
で
あ
っ
た
。

〇〇
２
０
２
６
年
３
月
１
日
（
日
）

「
天
地
一
如
」
の
霊
的
現
実
を
生
き
る
（
ヨ
ハ
ネ
伝
１
章
、
３
章
）

　
―
―
奥
田
幸
子
姉
召
天
14
周
年
記
念
―
―

【
講
筵
要
旨
】

京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、１
９
７
２
年
の
元
旦
、奥
田
が
40
歳
に
な
る
年
の
こ
と
で
、

そ
れ
ま
で
所
属
し
て
い
た
集
会
か
ら
離
れ
て
、
独
立
伝
道
へ
の
道
を
踏
み
出
し
た
こ
と
に
遡
り
ま
す
。
そ

れ
を
支
え
て
く
れ
た
の
が
幸
子
姉
で
し
た
。
つ
ま
り
、
元
始
メ
ン
バ
ー
は
、
奥
田
（
私
）
と
妻
・
幸
子
の
二

人
か
ら
始
ま
っ
た
わ
け
で
す
。
京
都
大
学
法
学
部
で
教
授
職
に
従
事
し
な
が
ら
、
独
立
伝
道
を
志
す
と
い

う
こ
と
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
全
面
的
に
支
え
、
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
の
が
、

幸
子
姉
で
し
た
。
だ
か
ら
、
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
は
、
奥
田
と
幸
子
姉
と
の
二
人
で
築
き
上
げ
、
発
展
さ

せ
て
来
た
と
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
本
当
に
有
難
い
こ
と
で
し
た
。

幸
子
姉
は
、現
在
、孫
の
石
田
翔
君
、衡
平
君
と
共
に
天
界
に
お
い
て
主
キ
リ
ス
ト
の
御
傍
で
、輝
く
日
々

を
送
り
つ
つ
、
地
上
の
私
達
の
た
め
に
執
り
成
し
の
祈
り
を
捧
げ
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
私
も
ま
た
遠
か
ら
ず
、
天
界
へ
と
旅
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
幸
子
、
翔
、
衡
平
の
三
人
の
存
在
は
、

私
の
思
い
を
い
つ
も
天
界
（
天
国
）
へ
と
引
き
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
、「
天
地
一
如
」
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
参
考
聖
句
】（
ヨ
ハ
ネ
伝
1
章
及
び
3
章
か
ら
）

　
「
さ
れ
ど
之
を
受
け
し
者
、
即
ち
そ
の
名
を
信
ぜ
し
者
に
は
、
神
の
子
と
な
る
権
を
与
え

給
え
り
。
か
か
る
人
は
血ち

す
じ脈
に
よ
ら
ず
、
肉
の
欲ね

が
い
に
よ
ら
ず
、
人
の
欲
に
よ
ら
ず
、
た
だ

神
に
よ
り
て
生
ま
れ
し
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
１
章
12
節
、
13
節
）

　
「
律
法
は
モ
ー
セ
に
よ
り
て
与
え
ら
れ
、
恩
恵
と
真
理
と
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
よ
り
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て
来
れ
る
な
り
。
い
ま
だ
神
を
見
し
者
な
し
、
た
だ
父
の
懐

ふ
と
こ
ろに

い
ま
す
独
子
の
神
（
キ
リ

ス
ト
）
の
み
之
を
顕
し
給
え
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
１
章
17
節
、
18
節
）

　
「
人
あ
ら
た
に
生
ま
れ
ず
ば
、
神
の
国
を
見
る
こ
と
能
わ
ず
（
ヨ
ハ
ネ
伝
３
章
３
節
）

　
「
そ
れ
神
は
そ
の
独
子
を
賜
う
ほ
ど
に
世
を
愛
し
給
え
り
、
す
べ
て
彼
を
信
ず
る
者
の
亡

び
ず
し
て
、
永
遠
の
生
命
を
得
ん
た
め
な
り
。
神
そ
の
子
を
世
に
遣
し
た
ま
え
る
は
、
世

を
審さ

ば

か
ん
為
に
あ
ら
ず
、
彼
に
よ
り
て
世
の
救
わ
れ
ん
為
な
り
。
彼
を
信
ず
る
者
は
審
か

れ
ず
、
信
ぜ
ぬ
者
は
既
に
審
か
れ
た
り
。
神
の
独
子
の
名
を
信
ぜ
ざ
り
し
が
故
な
り
。（
ヨ

ハ
ネ
伝
３
章
16
節
～
18
節
）

〇〇
２
０
２
６
年
３
月
15
日
（
日
）

信
仰
（
福
音
）
の
原
点
に
還
る
！

【
講
筵
要
旨
】

我
ら
の
信
仰
（
福
音
）
の
原
点
は
、
ヨ
ハ
ネ
伝
福
音
書
14
章
～
16
章
、
マ
タ
イ
伝
福
音
書
5
章
～
6
章
、

ロ
マ
書
8
章
に
記
さ
れ
て
い
る
。

日
常
生
活
の「
生
」の
現
実
は
、「
外
な
る
人
は
破
る
れ
ど
」と
あ
る
よ
う
に「
破
れ
っ
ぱ
な
し
」で
あ
る
が
、

キ
リ
ス
ト（
み
た
ま
の
主
）よ
り
賜
わ
る「
内
な
る
人
の
現
実
」は
、「
日
毎
に
新
た
」（
新
生
）な
る
事
態
で
あ
る
。

コ
リ
ン
ト
後
書
４
章
16
節
～
18
節
に
あ
る
通
り
、

「
我
ら
が
受
く
る
暫
く
の
軽
き
患
難
は
、
極
め
て
大
い
な
る
永
遠
の
重
き
光
栄
を
得
し
む

る
。」

の
で
あ
る
。

主
キ
リ
ス
ト
は
「
訣
別
遺
訓
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
～
16
章
）
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
、

「
な
ん
じ
ら
世
に
あ
り
て
は
患な

や
み難

あ
り
、
さ
れ
ど
雄
々
し
か
れ
、
我
す
で
に
世
に
勝
て
り
。」

と
勝
利
宣
言
し
て
、
激
励
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
使
徒
パ
ウ
ロ
も
コ
リ
ン
ト
前
書
13
章
に
お
い
て
、「
愛

の
讃
歌
」
を
奏
で
て
く
れ
て
い
る
。
使
徒
ヨ
ハ
ネ
は
、
そ
の
「
第
一
の
書
」
に
お
い
て
（
特
に
第
3
章
）。
使

徒
パ
ウ
ロ
の
「
神
の
愛
の
勝
利
宣
言
」
は
、
ロ
マ
書
8
章
が
高
ら
か
に
う
た
い
挙
げ
て
い
る
。

高
齢
化
社
会
に
生
き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
晩
年
は
、
決
し
て
生
や
さ
し
い
も
の
で
は
な
く
、
厳
し
い

現
実
に
直
面
す
る
。
そ
れ
だ
け
に
一
層
、
互
い
に
「
祈
り
」
を
も
っ
て
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
い
、
御
霊

の
賜
う
「
信
・
望
・
愛
」（
コ
リ
ン
ト
前
書
13
章
）
を
信
受
・
体
受
し
て
「
キ
リ
ス
ト
讃
美
・
神
讃
美
」
の
日
々

を
送
り
た
い
も
の
と
念
願
す
る
。

【
参
考
聖
句
】

　
「
然
れ
ば
此
等
の
事
に
つ
き
て
何
を
か
言
わ
ん
、
神
も
し
我
ら
の
味
方
な
ら
ば
、
誰
か
我

ら
に
敵
せ
ん
や
。
己
の
御
子
を
惜
し
ま
ず
し
て
我
ら
衆す

べ
て

の
た
め
に
付わ

た

し
給
い
し
者
は
、
な

ど
か
之
に
添
え
て
万
物
を
我
ら
に
賜
わ
ざ
ら
ん
や
。」（
ロ
マ
書
８
章
31
節
、
32
節
）
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「
わ
れ
確か

た

く
信
ず
、
死
も
生
命
も
、
御
使
い
も
、
権
威
あ
る
者
も
、
今
あ
る
者
も
後
あ
ら

ん
者
も
、
力
あ
る
者
も
、
高
き
も
深
き
も
、
此
の
他
の
造
ら
れ
た
る
も
の
も
、
我
ら
の
主

キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
あ
る
神
の
愛
よ
り
、
我
ら
を
離
れ
し
む
る
を
得
ざ
る
こ
と
を
。」（
ロ

マ
書
８
章
38
節
、
39
節
）

　
「
此
等
の
こ
と
を
汝
ら
に
語
り
た
る
は
、
汝
ら
我
に
在
り
て
平
安
を
得
ん
が
為
な
り
。
な

ん
じ
ら
世
に
あ
り
て
は
患な

や
み難
あ
り
、
さ
れ
ど
雄
々
し
か
れ
。
我
す
で
に
世
に
勝
て
り
。」（
ヨ

ハ
ネ
伝
16
章
33
節
）

〇〇
２
０
２
６
年
５
月
10
日
（
日
）

聖
句
を
抜
き
書
き
す
る
こ
と
の
奨
め

【
講
筵
の
要
点
】

（
１
）
私
達
の
生
存
（
過
去
・
現
在
・
未
来
）
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
は
、
主
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て

御
自
身
を
顕
し
て
く
だ
さ
っ
た
「
父
な
る
神
」
で
あ
る
。

大
切
な
こ
と
は
、

「
私
達
が
ど
う
思
う
か
？
」

で
は
な
く
、

「
主
キ
リ
ス
ト
は
、
ど
う
思
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
？
」

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
福
音
書
に
お
け
る
主
イ
エ
ス
の
聖
言
に
お
い
て
顕
現
し
て
い
る
。
そ
れ
を
し
っ
か
り

と
受
け
と
る
こ
と
。
例
え
ば
、

　
「
活
か
す
も
の
は
霊
な
り
、
肉
は
益
す
る
所
な
し
、
我
が
汝
ら
に
語
り
し
言
葉
は
霊
な
り

生
命
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
６
誌
63
節
）

　
「
人
が
生
き
る
の
は
パ
ン
の
み
に
よ
る
に
非
ず
、
神
の
口
か
ら
出
る
一
つ
一
つ
の
言
葉
に

よ
る
。」（
マ
タ
イ
伝
４
章
４
節
）

　
「
我
は
道
な
り
、
真ま

こ
と理
な
り
、
生
命
な
り
、
我
に
よ
ら
で
は
誰
に
て
も
父
（
神
）
の
御
許

に
到
る
こ
と
能
わ
ず
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
６
節
）

な
ど
。

そ
れ
ら
の
「
御
言
」
を
ノ
ー
ト
に
書
き
留
め
て
い
く
こ
と
（
日
付
け
付
き
で
）、そ
の
よ
う
な
「
聖
言
葉
集
」

を
作
成
す
る
こ
と
、
こ
れ
を
お
奨
め
し
た
い
。

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
「
信
仰
」
と
は
、「
自
分
が
ど
う
思
う
か
？
」
で
は
な
く
、

「
神
・
キ
リ
ス
ト
は
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
？
」

が
大
切
で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。

（
２
）
聖
書
（
と
く
に
新
約
聖
書
）
を
「
読
む
こ
と
」
は
、

「
神
・
キ
リ
ス
ト
と
対
話
す
る
こ
と
」
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だ
と
言
っ
て
よ
い
。「
自
分
が
ど
う
思
う
か
」
で
は
な
く
、

「
神
・
キ
リ
ス
ト
は
、
ど
の
よ
う
に
思
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
か
」

が
決
定
的
に
大
切
で
あ
る
こ
と
。「
自
分
（
自
分
の
信
仰
）」
を
拠
り
所
と
す
る
の
で
は
な
く
、

「
神
・
キ
リ
ス
ト
（
そ
の
御
言
葉
）
を
拠
り
所
と
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
全
托
し
て
歩
む

こ
と
」

「
み
言
葉
・
み
霊
・
祈
り
」
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
（
一
体
）
と
な
っ
て
自
己
の
日
々
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

そ
の
点
で
詩
篇
の「
祈
り
」は
、私
達
の
祈
り
の
助
け
と
な
る
。
詩
篇
は
、「
祈
り
の
友
」だ
と
言
っ
て
よ
い
。

例
と
し
て
、

「
汝
の
聖
言
は
、
わ
が
足
の
灯
火
、
我
が
路
の
光
な
り
。」（
詩
篇
119
篇
105
節
）

「
我
が
う
ち
に
思
い
煩
い
の
満
つ
る
と
き
、汝
の
慰
め
わ
が
た
ま
し
ひ
を
喜
ば
せ
給
う
。」（
詩

篇
94
篇
19
節
）

な
ど
。（
他
に
、
詩
篇
37
篇
、
94
篇
17
、
18
節
、
91
篇
、
62
篇
、
63
篇
）

〇〇
２
０
２
６
年
6
月
7
日
（
日
）

い
と
小
さ
き
者
を
顧
み
活
か
し
給
う
「
み
霊
の
主
キ
リ
ス
ト
」

【
聖
句
】ヨ

ハ
ネ
伝
福
音
書
３
章
16
節
～
21
節

ヨ
ハ
ネ
第
１
書
（
ヨ
ハ
ネ
の
第
１
の
手
紙
）

【
講
筵
要
旨
】

「
信
仰
」
と
は
、
御
言
葉
を
全
存
在
で
（
全
身
全
霊
で
）
信
受
・
体
受
す
る
こ
と
、
そ
れ
に
全
托
し
て
歩
む

こ
と
。「

初
め
に
御み
わ
ざ業
あ
り
き
、
初
め
に
神
・
キ
リ
ス
ト
の
愛
あ
り
き
」

こ
の
聖
な
る
事
態
を
、
全
存
在
で
、
全
身
全
霊
で
信
受
・
体
受
し
、
そ
れ
に
全
托
し
て
生
き
る
こ
と
。

そ
こ
か
ら
、
コ
リ
ン
ト
前
書
13
章
、
ヨ
ハ
ネ
第
１
書
へ
と
展
開
す
る
。

〇〇
２
０
２
６
年
6
月
14
日
（
日
）

「
キ
リ
ス
ト
道
」
の
原
点
に
立
ち
帰
る

【
聖
句
】ヨ

ハ
ネ
伝
14
章
～
15
章
、
マ
タ
イ
伝
５
章
～
６
章

【
講
筵
要
点
】

「
主
の
祈
り
」（
マ
タ
イ
伝
6
章
9
節
～
13
節
）
の
現
実
化
！
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召
団
の
使
命
、
各
人
の
使
命
は
、「
天
」
に
お
い
て
御
心
（
聖
意
）
が
成
っ
て
い
る
よ
う
に
、「
地
」
に
お

い
て
も
御
心
（
聖
意
）
を
成
ら
し
め
給
え
！　
と
祈
る
こ
と
。

「
こ
の
我
（
召
団
・
各
人
）
を
通
し
て
！
」

と
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
「
各
人
に
お
い
て
」
そ
し
て
同
時
に
「
召
団
に
お
い
て
」
聖
心
（
聖
意
）
が
成

っ
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

即
ち
、

「
聖
意
現
成
」
→
「
聖
意
体
現
」

へ
と
展
開
す
る
。
そ
れ
に
は「
祈
り
」が
不
可
欠
で
あ
る
。「
み
た
ま（
御
霊
）
の
主
キ
リ
ス
ト
」が「
我
」（
各

人
お
よ
び
召
団
）
に
働
き
か
け
て
聖
意
（
御
旨
）
を
成
就
し
給
う
よ
う
に
祈
る
こ
と
。
ど
こ
ま
で
も
「
神
・

キ
リ
ス
ト
」
主
体
の
事
態
（「
我
」
は
「
無
者
」）
で
あ
る
。「
肉
」
な
る
「
我
」
は
、十
字
架
に
付
け
ら
れ
て
「
無

者
」
と
さ
れ
て
い
る
。

「
我
キ
リ
ス
ト
と
偕
に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
り
。
最
早
わ
れ
生
く
る
に
あ
ら
ず
、
キ
リ
ス

ト
我
が
内
に
在
り
て
生
く
る
な
り
。
今
わ
れ
肉
体
に
在
り
て
生
く
る
は
、
我
を
愛
し
て
我

が
た
め
に
己
が
身
を
捨
て
給
い
し
神
の
子
を
信
ず
る
に
由
り
て
生
く
る
な
り
。」（
ガ
ラ
テ
ヤ

書
２
章
20
節
）

【
参
考
聖
句
】

「
天
に
い
ま
す
我
ら
の
父
よ
、
願
わ
く
は
御
名
の
崇あ

が

め
ら
れ
ん
事
を
。
御
国
の
来
ら
ん
こ
と

を
。御
意
の
天
の
ご
と
く
地
に
も
行
わ
れ
ん
事
を
。我
ら
の
日
用
の
糧
を
今
日
も
与
え
給
え
。

我
ら
に
負お

い
め債
あ
る
者
を
我
ら
の
免ゆ

る

し
た
る
如
く
、
我
ら
の
負
債
を
も
免
し
給
え
。
我
ら
を

試
み
に
遇
わ
せ
ず
、
悪
よ
り
救
い
出
し
た
ま
え
。」（
マ
タ
イ
伝
６
章
９
節
～
13
節
）


